
ページ 1 
 

～寄り合って，寄り添って，みんなで育て，みんなで育つ～ 

長崎市立三原小学校 
「誇りをもち、主体的で、自律できる子どもの育成」 

～安全・安心を大切にする三原っ子～ 
 MIHARA TIMES 

令和６年１０月３１日発行     文責 校長 増﨑 祥宣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いっちゃん楽しいコンサートを実施しました。 

 １０月２２日（火）、多方面で活躍している市原隆靖さん（愛称：いっちゃん）に来校して

いただき、「いっちゃん楽しいコンサート」を実施しました。数多くの番組の MC を務める方

らしく、笑いを交えたトークに引き込まれました。子どもたちにも笑顔が絶えませんでした。

いろいろな楽器を演奏したり、歌ったり、踊ったり、あっという間の１時間でした。（先生も

思わず踊りだす場面もありました） 

笑いばかりではなく、演奏や歌は、やはりすばらしく、感動して涙を流す児童もいました。

プロの方の演奏や歌は、なかなか聴く機会はありませんが、本物の音楽を感じるいい機会にな

りました。これからも、どんどん本物に触れる機会を作っていきたいと思います。 

 

 長崎ヴェルカがやってきます。  

 １１月２０日（水）、長崎市の協働事業の一環として、プロバスケットボールチームの長崎ヴ

ェルカの関係者が三原小体育館にやってきます。（今のところ、選手なのか、コーチなのか、ス

タッフなのか、決まっていません）内容は、バスケットボール体験教室です。残念ながら人数に

限りがあり、５・６年生の児童のみ行います。保護者・地域の方の見学は、だれでも参加できま

すので、たくさんの来校をお待ちしています。時間帯は、８：４０～１０：１５までです。 

  

 高齢者疑似体験を行いました。４年生。  
 
 総合的な学習の時間を使って、４年生は福祉学習を進 
めています。 
 今回は、日本赤十字社長崎支部の方を講師に招いて、 

高齢者疑似体験と車いす体験、アイマスク体験を行いま 
した。 
４年生の児童は、楽しいと言いながらも、不自由さや 

大変さを感じていたようです。今後、高齢者の気持ちに 
なって行動できる人になってもらいたいと思います。 


